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地域・中小企業研究所

調査の概要
1ɽௐࠪ時点ɿ2016年9月1日ʙ7日
2ɽௐࠪ方๏ɿશ国֤஍の信用金ݿӦۀళのௐࠪһによる、ڞ通のௐࠪදにͮجくʮௌ取りʯௐࠪ
3ɽඪ 本 ਺ɿ15
（91.4%	回౴率・ۀا485
14	༗ޮ回౴਺）ۀا848
˞　༗ޮ回౴਺のうちैۀһ਺20ਓະຬのۀاが占める割߹は71.7%

4ɽ෼ੳ方๏ɿ֤࣭໰߲目について、ʮ増加ʯ（ྑい）ʕʮ減少ʯ（悪い）	の構੒比のࠩ�൑அ%.*.にͮجく෼ੳ

（گ　֓）
1	ɽ16年7ʙ9月期（今期）のگۀ൑அ%.*.は˚10.1と、前期に比΂1.3ポイントのখ෯վળとなった。

　　	収ӹ面では、前年同期比ച上額൑அ%.*が˚8.2と前期比0.1ポイントվળ、収ӹの൑அ
%.*.は˚9.2と同0.4ポイントվળした。ൢച価格൑அ%.*.は˚1.4と、同0.3ポイント௿下し
た。ਓख過ෆ଍൑அ%.*.は˚17.6と、マイφス෯が同2.0ポイント拡大しਓखෆ଍ײが3四半
期Ϳりに強まった。ۀछผのگۀ൑அ%.*.は、੡଄ۀ、サーϏスݐ、ۀઃۀの3ۀछでվળ
した。஍Ҭผでは、11஍Ҭ中、東๺、近ـをআく9஍Ҭでԣばいないしվળした。
2	ɽ16年10ʙ12月期（དྷ期）の༧想گۀ൑அ%.*.は˚5.4、今期࣮੷比4.7ポイントのվળ見通
しである。ۀछผには、ෆ動産ۀをআく5ۀछでŊ ஍Ҭผには11஍Ҭ中、๺ւಓをআく10஍
Ҭでվળする見通しにある。
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1．全業種総合

○業況は前期と比べ小幅改善

　16年7ʙ9月期（今期）のگۀ൑அ%.*.は˚

10.1と、前期と比΂1.3ポイントのখ෯վળと

なった（図表1）。

　収ӹ面では、前年同期比ച上額൑அ%.*.が

˚8.2と前期比0.1ポイントվળ、同収ӹ൑அ

%.*.が˚9.2と同0.4ポイントのվળとなった。

なお、前期比ച上額൑அ%.*.は˚3.9、同収ӹ

൑அ%.*.は˚6.7と、それぞれ前期比2.1ポイ

ント、同1.8ポイントのվળとなった。

　ൢച価格൑அ%.*.は˚1.4、前期比0.3ポイ

ントの௿下となり、ൢച価格をʮ上昇ʯと回

౴したۀاの割߹の減少෯が、ʮ下߱ʯと回

౴したۀاの割߹の減少෯を上回った（図表

2）。また、࢓入価格൑அ%.*.は、ϓラス

11.0、同2.6ポイントの௿下と、࢓入価格を

ʮ上昇ʯと回౴したۀاの割߹が減少した。

用面では、ਓख過ෆ଍൑அ%.*.が˚17.6ޏ　

（マイφスはਓखʮෆ଍ʯ௒、前期は˚15.6）

と、マイφス෯が前期比2.0ポイント拡大し、3

四半期Ϳりにਓखෆ଍ײが強まった（図表3）。

　資金܁り൑அ%.*.は˚8.5と、前期比0.4ポ

イントの௿下となった。

　ઃ備投資࣮ۀاࢪ割߹は前期比0.2ポイン

ト上昇の21.4%となった。

サーϏス、ۀ൑அ%.*.は、੡଄گۀछผのۀ　

ઃݐछでվળした。とりわけۀの3ۀઃݐ、ۀ

も大きなվળ෯࠷が前期比7.1ポイントվળとۀ

となり、前期の12四半期Ϳりのマイφスਫ準か

ら一స、ϓラスਫ準を回෮した。

　஍Ҭผのگۀ൑அ%.*.は、11஍Ҭ中、東

๺、近ـをআく9஍Ҭでԣばいないしվળと

なった。なかでも、ೆ۝भは、11.9ポイント

のվળと、大෯なվળ෯となった。
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図表2　販売価格・仕入価格判断D.I.の推移
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図表3 　設備投資実施企業割合、資金繰り 
判断D.I.等の推移
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○おおむね改善の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は˚5.4と、今期࣮

੷比4.7ポイントのվળ見通しとなっている。な

お、今回の༧想վળ෯は、過去10年のฏۉ

（4.7ポイントのվળ見通し）と同ਫ準となった。

をۀ൑அ%.*.は、ෆ動産گۀछผの༧想ۀ　

আく5ۀछでվળする見通しである。なお、

は今期に引きଓきϓラスਫۀとෆ動産ۀઃݐ

準をҡ࣋する見通しとなった。஍Ҭผでは、

๺ւಓをআく10஍Ҭでվળを見ࠐんでいる。

2．製造業

○業況は2四半期続けて小幅改善

　今期のگۀ൑அ%.*.は˚10.3、前期比1.4ポ

イントのখ෯վળとなった（図表4）。今回の

վળ෯は、前回ௐࠪ時における今期見通し

（3.2ポイントのվળ見通し）に比΂てখ෯にと

どまった。なお、վળは2四半期連ଓである。

　前年同期比ച上額൑அ%.*.は˚6.5と、前期

比0.6ポイントのվળ、同収ӹ൑அ%.*.は˚7.6

と、同1.5ポイントのվળとなった。なお、前

期比ച上額൑அ%.*.は、前期比1.2ポイントվ

ળの˚3.5、同収ӹ൑அ%.*.は、同0.8ポイント

վળの˚6.7と、ともにখ෯なվળとなった。

˓3四半期ぶりに人手不足感が強まる

　ઃ備投資࣮ۀاࢪ割߹は24.6%と、前期に

比΂0.8ポイントのখ෯上昇となった。上昇

は3四半期Ϳりである。

　ਓख過ෆ଍൑அ%.*.は˚15.1（前期は˚12.6）

と、3四半期Ϳりにਓखෆ଍ײが強まった。

　残ۀ時間൑அ%.*.は˚3.3（前期は˚4.9）

とマイφス෯がॖখし、残ۀ時間ʮ減少ʯと

回౴したۀاがएׯ減少した。

　原ࡐྉ（࢓入）価格൑அ%.*.はϓラス9.1と、

前期比1.4ポイントの௿下となり、価格をʮ上

昇ʯと回౴したۀاが΍΍減少した。一方、

ൢച価格൑அ%.*.は、ʮ上昇ʯとʮ下߱ʯがと

もに減少した結果、˚2.6と同ԣばいだった。

　なお、資金܁り൑அ%.*.は˚8.4と、前期比

ԣばいだった。

○全22業種のうち13業種が改善

、छ中ۀશ22ۀ൑அ%.*.は、੡଄گۀछผۀ　

վળ13ۀछ、௿下9ۀछと、վળۀछの਺が

௿下ۀछのそれを΍΍上回った（図表5）。

　ૉۀܕࡐछはŊ શ7ۀछ中、վળ3ۀछ、

௿下4ۀछとまちまちだった。なお、ΰϜは

20ポイント近い大෯なվળとなった。

　部品加ۀܕ޻छは、3ۀछす΂てでվળし、

ϓラスνックはখ෯ながらϓラスਫ準にసじた。

छは、Ո۩ŋ૷備品でখ෯௿下ۀܕઃ関連ݐ　

したものの、それ以外の3ۀछではվળした。

　機ցۀܕ۩ثछは、શ4ۀछ中、輸ૹ用機

とਫ਼ີ機ցでվળした。なかでも、ਫ਼ີ機ث
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図表4　製造業　主要判断D.I.の推移
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ցは10ポイント௒の大෯վળで2四半期Ϳり

にϓラスਫ準にసじた。

　ফඅۀܕࡒछでは、վળŋ௿下2ۀछずつ

と、まちまちだった。	

○大メーカー型がプラス水準に転じる

　ൢച先ܗଶผのگۀ൑அ%.*.は、খചऀۀ

でখ෯௿下したものの、そܕऴधཁՈ࠷とܕ

れ以外の3ܗଶではվળした。とりわけ、大

ϝーΧーܕは前期比3.8ポイントվળし、ϓ

ラスਫ準にసじた。

　輸出ओྗܕのگۀ൑அ%.*.は前期比7.7ポイ

ント௿下して˚4.0と、2四半期Ϳりにマイφ

スਫ準にసじた。一方、内धओྗܕは同2.5

ポイントのখ෯վળで˚9.5となった。

൑அ%.*.は、す΂てのگۀ໛ผのنһۀै　

֊૚でվળした。その結果、ैۀһ50ਓ以上

の֊૚ではϓラスਫ準（50ʙ99ਓ5.4、100ਓ

以上4.2）となった。

˓九州北部と南九州は改善に転じる

　஍Ҭผのگۀ൑அ%.*.は、શ11஍Ҭ中、東

๺、๺཮、近ـ、四国で௿下したものの、そ

れ以外の7஍Ҭではվળした（図表6）。ちなみ

に、前期の௿下෯が大きかった۝भ๺部とೆ

۝भは、それぞれ前期比3.6ポイントվળの˚

2.9、同11.0ポイントվળの˚2.1と、今期は一

సしてվળとなった。

○改善の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は˚4.0と、今期࣮

੷比6.3ポイントのվળを見ࠐんでいる。

छ中、վળ見通し15ۀछผには、શ22ۀ　

。छとなっているۀछ、௿下見通し7ۀ

　஍Ҭผには、શ11஍Ҭ中、๺ւಓをআく

10஍Ҭでվળの見通しとなっている。とり

図表6　地域別業況判断D.I.の推移
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わけ、関東、中国、۝भ๺部、ೆ۝भではϓ

ラスਫ準にసじる見通しとなっている。

3．卸売業

○業況は2四半期ぶりの低下

　今期のگۀ൑அ%.*.は˚18.0、前期比2.2ポ

イントの௿下と、2四半期Ϳりの௿下となっ

た（図表7）。

　また、前年同期比ച上額൑அ%.*.は˚11.4、

同収ӹ൑அ%.*.は˚11.3と、それぞれ前期比

3.1ポイント、同3.7ポイント௿下した。

○業種別にはまちまち

ࡐݐ、छ中ۀ൑அ%.*.は、શ15گۀछผのۀ　

など7ۀछでվળ、再生資源΍ҩༀŋ化হ品など

छで௿下とまちまちだった。一方、஍Ҭผۀ8

には、શ11஍Ҭ中、๺཮、東ւ、ೆ۝भでվ

ળしたものの、それ以外の8஍Ҭでは௿下した。

○総じて改善の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は˚7.9と、今期࣮੷

比10.1ポイントのվળを見ࠐんでいる。ۀछผ

には、શ15ۀछのうち、ԣばい見通しのҩༀŋ

化হ品以外の14ۀछでվળを見ࠐんでいる。ま

た、஍Ҭผには、શ11஍Ҭ中、খ෯௿下見通し

の๺཮をআく10஍Ҭでվળを見ࠐんでいる。

4．小売業

○業況は低下

　今期のگۀ൑அ%.*.は˚25.0と前期比1.5ポ

イントの௿下となった（図表8）。

　なお、前年同期比ച上額൑அ%.*.は˚23.1、

前期比3.9ポイントの௿下、同収ӹ൑அ%.*.は

˚21.3、同1.8ポイント௿下した。

○業種・地域別とも総じて低下

छ中、8ۀ൑அ%.*.は、શ13گۀछผのۀ　

۩छで௿下となった。なかでも、ॻ੶・จۀ

とΧϝラ・時ܭ・ϝΨネでは20ポイント௒

の大෯௿下となった。

　஍Ҭผでは、શ11஍Ҭ中、๺ւಓ、東ւ、

四国、ೆ۝भをআく7஍Ҭで௿下した。

	

○改善の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は˚19.4と、今期

࣮੷比5.6ポイントのվળを見ࠐんでいる。
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いないしվળの見通しとなっている。また、

஍Ҭผでは、શ11஍Ҭ中、๺ւಓをআく10

஍Ҭでվળの見通しとなっている。

5．サービス業

○業況は改善

　今期のگۀ൑அ%.*.は˚8.4と、前期比2.0

ポイントのվળとなった（図表9）。

　なお、前年同期比ച上額൑அ%.*.は˚6.6、

前期比3.1ポイントのվળ、同収ӹ൑அ%.*.は

˚8.4と、同2.5ポイントվળした。

○旅館・ホテルはプラス水準を回復

ۀछ中、4ۀ൑அ%.*.は、શ8گۀछผのۀ　

छでվળとなった。なかでも、ཱྀؗ・ϗςル

は22ポイントの大෯վળとなり、ϓラスਫ

準を回෮した。

　஍Ҭผでは、શ11஍Ҭ中、7஍Ҭでվળし

た。とりわけ、ೆ۝भでは20ポイント௒の

大෯վળとなり、ϓラスਫ準にసじた。

○業種別・地域別にまちまちの見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は˚7.3と、今期࣮੷

比1.1ポイントのվળを見ࠐんでいる。ۀछผで

は、શ8ۀछ中、ચ୕・理༰・ཋ場、ࣗ動ं੔

備・றं場など4ۀछでվળが見ࠐまれている。

　஍Ҭผにはશ11஍Ҭ中、5஍Ҭでվળ、6

஍Ҭで௿下が見ࠐまれている。

6．建設業

○業況は再びプラス水準に転じる

　今期のگۀ൑அ%.*.は4.4と、前期比7.1ポ

イントվળした。前期のマイφスਫ準から一

స、ϓラスਫ準を回෮した（図表10）。

　前年同期比ച上額൑அ%.*.は前期比2.3ポイ

ントվળの˚0.7となった。また、同収ӹ൑

அ%.*.は同1.2ポイントվળの˚4.5となった。

○4請負先、11地域すべてで改善

൑அ%.*.を੥ෛ先ผでみると、4੥ෛگۀ　

先す΂てでվળとなった。特にެ׭ிは前期

比11.3ポイントվળし、前期のマイφスਫ準

から一స、ϓラス2.0となった。஍Ҭผでは、

11஍Ҭす΂てでվળした。なかでも、中国、

四国、ೆ۝भは10ポイント௒のվળをし、

マイφスਫ準からϓラスਫ準にసじた。
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図表9　サービス業　主要判断D.I.の推移 図表10　建設業　主要判断D.I.の推移
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○改善の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は、今期࣮੷比2.7

ポイントվળのϓラス7.1を見ࠐむ。੥ෛ先ผ

では、4੥ෛ先す΂てでԣばいないしվળの見

通しである。஍Ҭผでは、શ11஍Ҭ中7஍Ҭで

վળの見通しである。なかでも๺཮、東ւ、

۝भ๺部では10ポイント௒のվળを見ࠐむ。

 7．不動産業

○業況は小幅低下

　今期のگۀ൑அ%.*.は、前期比0.1ポイント

௿下のϓラス5.8となった（図表11）。

　前年同期比ച上額൑அ%.*.は前期比3.5ポイ

ントվળのϓラス6.7、同収ӹ൑அ%.*.は同

3.0ポイントվળのϓラス4.4となった。

○全11地域中、6地域で低下

、छ中ۀछผでみると、શ5ۀ൑அ%.*.をگۀ　

ି事務ॴ、ݐച、஥հの3ۀछで௿下となった。

　஍Ҭผでは、શ11஍Ҭ中、6஍Ҭで௿下し

た。なかでも、東๺は7ポイント௿下と、࠷も

大きな௿下෯となった。

○総じて低下の見通し

　དྷ期の༧想گۀ൑அ%.*.は、今期࣮੷比2.5

ポイント௿下のϓラス3.3と௿下を見ࠐむ。

ച、஥հなど3ݐ、छ中ۀछผでは、શ5ۀ

む。一方、஍Ҭผではશࠐछで௿下を見ۀ

11஍Ҭ中、8஍Ҭで௿下の見通しである。

図表11　不動産業　主要判断D.I.の推移
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○金融取引のIT化には肯定的意見多い

　金融取引の*5化に൐う変化については、ߠ

定的ҙ見が50.7%と、൱定的ҙ見の14.3%を大

きく上回った。また、ʮ変わらないʯは14.4%、

ʮわからないʯは20.6%となった（図表12）。

定的ҙ見の内༁では、ʮ決済΍入出金のߠ　

利ศ性が向上するʯが37.4%と、ʮ決済΍入出

金がより൥ࡶ化するʯの3.4%を大きく上回っ

た。資金ௐୡ΍金利・ख਺ྉについてもߠ定

的なҙ見が൱定的なҙ見を上回った。一方、

金融取引の安શ性については、ʮ௿下（7.7%）ʯ

がʮ向上（2.0%）ʯを上回った。

ಛผௐࠪ
ۚ༥αʔϏεʹ͓͚Δ*5ར׆༻ͱதখۀا

図表12　金融取引のIT化進展に伴う変化 （୯Ґɿ%）

定的ߠ ൱定的

変わら
ない

わから
ない

決済΍
入出金の
利ศ性
向上

資金ௐୡ
し΍すく
なる

金利΍
ख਺ྉの
引下げ

金融
取引の
安શ性
向上

決済΍
入出金が
より
൥ࡶ化

資金
ௐୡ

しにくく
なる

金利΍
ख਺ྉ
の
引上げ

金融
取引の
安શ性
௿下

શ　　　 ମ 50.7 37.4 1.8 9.5 2.0 14.3 3.4 0.7 2.5 7.7 14.4 20.6

地
　
域
　
別

๺ ւ ಓ 51.4 38.1 2.0 9.5 1.8 15.0 3.4 0.8 3.4 7.3 11.7 21.9
東 ๺ 45.7 36.0 0.9 7.9 0.8 16.5 4.4 0.5 2.9 8.7 14.9 22.9
関 東 52.1 40.3 1.3 8.9 1.6 14.6 3.7 1.2 2.2 7.6 13.7 19.6
ट ౎ ݍ 50.2 34.6 3.0 9.8 2.8 11.3 3.2 0.5 1.8 5.8 18.2 20.3
๺ ཮ 53.6 39.9 2.2 10.3 1.2 14.7 3.1 0.9 4.6 6.1 14.6 17.1
東 ւ 52.3 39.0 1.1 10.9 1.4 16.7 3.4 1.0 2.9 9.5 12.1 18.9
近 ـ 53.9 40.3 0.9 11.1 1.6 16.3 3.4 0.8 2.2 9.8 11.8 18.0
中 国 47.8 38.1 0.7 8.1 0.8 19.7 4.1 1.0 2.2 12.4 14.8 17.7
四 国 43.7 33.9 0.5 6.3 3.0 15.2 4.7 0.9 2.1 7.5 13.3 27.8
۝ भ ๺ 部 50.2 39.4 1.6 6.7 2.5 12.9 2.8 0.7 3.4 6.1 10.5 26.4
ೆ ۝ भ 46.6 34.2 2.8 7.2 2.4 11.6 3.4 0.4 2.8 4.9 14.1 27.7

規
　
模
　
別

1 ʙ 4 ਓ 39.9 28.1 1.9 7.6 2.3 12.8 3.0 0.6 2.5 6.7 18.4 29.0
5 ʙ 9 ਓ 49.4 36.0 1.8 9.9 1.8 15.3 3.9 0.9 2.8 7.7 14.5 20.8
10 ʙ 19 ਓ 54.6 39.8 1.9 10.7 2.2 15.0 3.5 0.9 2.7 8.0 12.6 17.9
20 ʙ 29 ਓ 57.8 44.8 1.9 9.7 1.4 15.4 3.6 1.1 2.2 8.5 12.3 14.5
30 ʙ 39 ਓ 60.3 44.8 2.0 11.6 2.0 15.2 3.7 0.5 2.5 8.4 11.2 13.3
40 ʙ 49 ਓ 64.0 49.4 1.6 11.1 1.8 14.8 2.9 0.5 2.1 9.4 10.7 10.5
50 ʙ 99 ਓ 64.6 50.8 0.9 11.5 1.3 14.5 3.9 0.3 1.7 8.6 9.9 11.0
100 ʙ 199ਓ 68.1 53.7 0.7 11.9 1.9 15.9 5.2 0.0 1.5 9.3 6.7 9.3
200 ʙ 300ਓ 74.5 58.2 2.7 11.8 1.8 12.7 3.6 0.0 3.6 5.5 6.4 6.4

業
　
種
　
別

੡ ଄ ۀ 51.4 37.6 1.6 10.2 2.1 15.2 4.0 0.6 2.6 7.9 13.6 19.8
Է ച ۀ 51.9 39.6 1.6 8.8 1.9 13.5 3.3 0.8 2.2 7.2 15.1 19.5
খ ച ۀ 44.9 32.2 2.0 8.7 2.0 12.0 3.2 0.7 2.7 5.3 16.5 26.6
サ ーϏスۀ 50.6 36.7 2.3 9.6 1.9 13.2 2.7 0.9 2.6 7.1 15.6 20.6
ݐ ઃ ۀ 52.1 39.7 1.7 9.2 1.6 17.1 3.8 0.8 2.1 10.4 12.0 18.7
ෆ 動 産 ۀ 56.4 41.3 2.2 10.4 2.5 13.5 2.2 0.6 2.3 8.4 14.5 15.6
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○フィンテックの認識、利用意向は約2割

　金融取引と*5の融߹（フΟンςック）のೝ஌

度については、ʮ内༰はೝ識しており、すでに

利用しているʯが3.8%、ʮ内༰はೝ識している

が、利用していないʯが19.6%となり、߹わせ

て2割強のۀاがフΟンςックについてೝ識して

いる結果となった（図表13）。一方、ʮݴ༿だけ

ฉいたことがあるʯが38.9%、ʮ஌らない、ฉい

たことはないʯが37.8%と、খن໛ۀاを中৺

とした8割ऑのۀاでは、フΟンςックについて

まだे෼に஌られていない。

　フΟンςックの事ۀ上での利用ҙ向について

は、ʮ利用したいʯが5.5%、ʮどちらかといえば

利用したいʯが13.5%となり、߹わせて2割ऑ

のۀاで利用ҙ向があるとの結果となった。

े෼に஌られていないこともあり、半਺以上が

ʮわからない（55.1%）ʯと回౴した。

○経営支援や送金等でフィンテック利用

　フΟンςックについて、事ۀ上で利用している

図表13　フィンテックの認知度と利用意向 （୯Ґɿ%）

フΟンςックのೝ஌度 フΟンςックの利用ҙ向

内༰は
ೝ識、
利用済み

内༰は
ೝ識、
ະ利用

༿だけݴ
ฉいたこと
あり

஌らない、
ฉいたことは
ない

利用したい
どちらかと
いえば

利用したい
わからない

どちらかと
いえば

利用したく
ない

利用
したくない

શ　　　 ମ 3.8 19.6 38.9 37.8 5.5 13.5 55.1 11.7 14.1

地
　
域
　
別

๺ ւ ಓ 3.8 19.8 39.0 37.4 4.8 14.9 55.6 11.6 13.1
東 ๺ 4.8 18.2 37.9 39.1 5.7 13.8 55.8 14.4 10.2
関 東 5.7 18.4 40.1 35.8 6.2 14.6 56.9 10.8 11.5
ट ౎ ݍ 2.3 21.1 40.8 35.8 4.1 13.4 51.9 11.3 19.4
๺ ཮ 7.3 19.8 31.6 41.3 9.2 13.7 54.0 11.2 11.9
東 ւ 3.8 19.5 35.0 41.7 6.2 12.5 58.0 11.8 11.4
近 ـ 4.2 19.5 41.7 34.6 5.6 13.8 57.6 12.1 10.9
中 国 3.5 19.1 35.5 41.9 5.5 13.7 56.8 12.1 11.9
四 国 3.5 15.6 37.8 43.1 5.0 10.2 54.9 15.0 15.0
۝ भ ๺ 部 3.3 21.5 41.1 34.2 7.2 16.4 54.2 10.0 12.2
ೆ ۝ भ 5.1 14.3 33.7 46.9 7.2 11.0 55.4 10.9 15.5

規
　
模
　
別

1 ʙ 4 ਓ 2.2 14.1 36.5 47.2 3.3 10.1 51.2 12.9 22.5
5 ʙ 9 ਓ 4.2 17.9 38.5 39.4 5.2 12.9 56.4 12.1 13.4
10 ʙ 19 ਓ 3.9 19.2 41.5 35.3 5.8 14.8 57.8 11.3 10.4
20 ʙ 29 ਓ 5.5 22.4 41.9 30.2 7.2 16.2 56.1 11.4 9.0
30 ʙ 39 ਓ 5.3 24.9 42.5 27.4 8.0 18.4 57.4 9.2 7.0
40 ʙ 49 ਓ 6.0 29.0 38.9 26.1 10.0 16.6 58.4 9.2 5.8
50 ʙ 99 ਓ 4.3 32.4 37.5 25.7 7.1 17.7 56.3 12.1 6.8
100 ʙ 199ਓ 5.6 31.3 38.8 24.3 8.6 17.3 58.6 9.8 5.6
200 ʙ 300ਓ 3.7 40.2 43.0 13.1 9.3 22.2 56.5 7.4 4.6

業
　
種
　
別

੡ ଄ ۀ 3.8 19.6 40.1 36.4 4.9 13.8 56.3 12.4 12.6
Է ച ۀ 4.2 22.3 38.9 34.5 6.3 14.3 54.3 12.1 13.0
খ ച ۀ 3.3 15.3 36.0 45.4 4.7 11.7 53.5 10.8 19.3
サ ーϏスۀ 3.7 20.6 37.4 38.3 6.9 14.7 52.7 10.2 15.5
ݐ ઃ ۀ 4.0 19.2 39.4 37.3 5.4 13.2 56.9 12.3 12.3
ෆ 動 産 ۀ 3.7 22.8 41.7 31.9 6.1 13.9 55.7 12.0 12.4
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（あるいは利用したい）サーϏスについては、

ʮ経Ӧ・ۀ務支ԉܥサーϏス（事務ॲ理など）ʯ

が23.6%と࠷も高く、以下、ʮスマϗ決済・ૹ金

（17.9%）ʯ、ʮクラ΢ド会ܭサーϏス（15.8%）ʯ

がଓいた（図表14）。経Ӧ・ۀ務支ԉܥサーϏ

スとクラ΢ド会ܭサーϏスは比較的ن໛の大き

なۀاで回౴が多く、スマϗ決済・ૹ金はن

໛のখさなۀاで回౴が多かった。

　一方、ʮ利用したくないʯは45.8%とશମの半

਺近くを占めた。

○個人利用ではスマホ決済・送金が多数

	　ࣾ長ならびにՈ଒がݸਓとして利用している

（あるいは利用したい）サーϏスについては、

ʮスマϗ決済・ૹ金ʯが33.8%と、他のબ୒ࢶ

をѹ౗した。また、事ۀ上での利用と異なり、

໛による大きなࠩはみられなかった（図نۀا

表15）。以下、ʮՈܭ฽サーϏスʯが6.8%、ʮオ

ンライン融資ʯが4.5%、ʮオンライン投資/ロϘ

Ξドバイβーʯが3.8%、ʮクラ΢ドフΝンσΟン

グʯが3.1%とଓいた。

図表14　事業として利用している（あるいは利用したい）ITを活用した金融サービス　 （୯Ґɿ%）

スマϗ
決済・
ૹ金

クラ΢ド
フΝン
σΟング

クラ΢ド
会ܭ
サーϏス

オンライン
投資ʗ
ロϘΞド
バイβー

オンライン
融資

Ծ想通՟
（Ϗットί
イン౳）

商流フΝ
イφンス

経Ӧ・
務ۀ
支ԉܥ
サーϏス

利用
したく
ない

その他

શ　　　 ମ 17.9 4.2 15.8 1.7 8.1 1.0 4.8 23.6 45.8 4.4

地
　
域
　
別

๺ ւ ಓ 13.2 4.0 16.0 1.5 10.0 0.6 3.7 22.1 47.6 5.4
東 ๺ 13.7 3.3 17.1 2.1 6.3 0.5 4.0 26.3 44.4 7.9
関 東 16.5 3.2 15.9 1.4 9.1 0.7 4.6 25.6 41.5 8.2
ट ౎ ݍ 19.7 4.5 14.2 1.5 7.4 1.1 4.3 20.8 49.0 2.8
๺ ཮ 16.1 4.9 20.0 2.3 8.0 1.4 7.1 23.8 43.6 2.8
東 ւ 14.4 3.7 16.7 1.5 8.3 1.3 5.0 27.7 44.5 4.8
近 ـ 22.0 3.8 17.8 1.5 9.2 1.2 5.6 24.3 40.8 4.4
中 国 16.1 3.9 13.0 0.7 5.5 0.5 3.9 26.9 47.9 4.3
四 国 13.9 2.4 12.0 2.2 6.1 0.7 4.4 22.2 54.3 4.9
۝ भ ๺ 部 17.2 5.9 13.9 3.5 9.4 2.3 6.9 28.6 43.3 3.7
ೆ ۝ भ 19.7 6.4 16.2 3.6 8.3 0.6 3.5 19.3 48.3 4.4

規
　
模
　
別

1 ʙ 4 ਓ 19.1 3.2 9.6 1.4 5.3 0.8 2.9 15.5 57.0 3.3
5 ʙ 9 ਓ 19.1 4.0 15.8 1.6 8.2 0.9 4.3 22.4 46.3 5.1
10 ʙ 19 ਓ 18.2 4.4 17.5 1.8 8.5 1.4 5.7 26.0 42.1 5.2
20 ʙ 29 ਓ 18.7 5.6 17.9 2.2 9.5 0.8 5.9 30.6 37.5 4.2
30 ʙ 39 ਓ 15.0 4.8 22.4 1.5 12.4 1.1 7.4 33.1 35.4 4.8
40 ʙ 49 ਓ 14.8 5.4 24.2 2.8 10.9 1.2 7.1 34.4 30.6 5.3
50 ʙ 99 ਓ 13.9 5.6 23.1 1.9 12.9 1.8 7.6 31.1 33.7 4.0
100 ʙ 199ਓ 10.2 5.1 28.3 3.1 9.4 0.8 4.3 35.4 34.6 5.5
200 ʙ 300ਓ 6.7 6.7 27.9 3.8 17.3 0.0 5.8 41.3 23.1 5.8

業
　
種
　
別

੡ ଄ ۀ 15.0 4.4 16.7 1.7 7.9 0.9 4.8 24.7 45.3 4.6
Է ച ۀ 17.3 4.4 16.4 1.8 8.8 1.1 5.4 23.9 43.9 5.2
খ ച ۀ 20.4 3.6 12.5 1.1 6.4 0.8 3.3 20.5 51.0 3.9
サ ーϏスۀ 21.5 3.9 16.1 2.1 7.7 1.1 5.0 23.6 45.1 3.5
ݐ ઃ ۀ 15.7 3.5 16.5 1.8 9.7 1.2 4.7 23.4 46.0 4.7
ෆ 動 産 ۀ 23.6 6.2 16.0 2.3 9.2 1.7 6.1 25.5 39.7 4.1

（備考）࠷大3つまでෳ਺回౴
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　一方、ʮ利用したくないʯは54.8%と、શମの

半਺以上を占めた。

○フィンテック提案には企業規模で差

　事ۀ上でフΟンςックを提Ҋしてきた金融機

関のछྨについては、ʮ信用金ݿʯが11.0%と

も高く、以下ʮ஍ۜ・第二஍࠷ （ۜ6.5%）ʯ、

ʮϝΨバンク（4.5%）ʯとଓいた（図表16）。ௐ

ࠪ対৅が信用金ݿ取引先であることもあり、信

用金ݿが࠷も多い回౴をूめた。نۀا໛ผ

図表15　個人として利用している（あるいは利用したい）ITを活用した金融サービス　 （୯Ґɿ%）

スマϗ
決済・
ૹ金

クラ΢ド
フΝンσΟン

グ

Ոܭ฽
サーϏス

オンライン
投資ʗ

ロϘΞドバイ
βー

オンライン
融資

Ծ想通՟
（Ϗットίイ

ン౳）

利用
したくない その他

શ　　　 ମ 33.8 3.1 6.8 3.8 4.5 1.3 54.8 4.1

地
　
域
　
別

๺ ւ ಓ 27.2 2.0 6.0 2.9 4.1 0.9 58.9 5.8
東 ๺ 29.9 2.9 5.0 5.0 3.4 0.9 57.0 6.9
関 東 35.6 3.1 6.0 3.8 3.1 1.5 52.1 6.0
ट ౎ ݍ 35.0 3.3 7.6 3.0 5.4 1.2 54.6 2.8
๺ ཮ 30.4 3.6 7.9 4.4 4.9 0.8 56.7 3.6
東 ւ 31.7 3.6 6.0 3.7 4.8 1.6 54.8 5.3
近 ـ 37.0 2.8 6.8 5.5 3.8 1.3 51.9 4.5
中 国 33.3 2.7 5.7 3.0 2.3 1.4 58.7 3.2
四 国 29.4 1.5 5.0 3.7 3.5 0.2 63.2 2.5
۝ भ ๺ 部 38.7 3.9 7.5 4.1 4.9 2.7 50.3 3.1
ೆ ۝ भ 33.6 3.3 7.6 3.3 6.4 1.0 55.5 3.9

規
　
模
　
別

1 ʙ 4 ਓ 29.2 2.3 7.1 2.6 3.8 1.0 60.5 3.2
5 ʙ 9 ਓ 34.5 2.6 7.2 3.6 5.5 1.5 54.7 4.0
10 ʙ 19 ਓ 35.9 3.3 6.5 4.5 4.7 1.2 51.8 4.9
20 ʙ 29 ਓ 37.4 3.7 6.5 4.6 4.2 1.3 50.5 4.5
30 ʙ 39 ਓ 37.2 4.6 7.2 5.6 5.3 1.0 49.8 4.3
40 ʙ 49 ਓ 38.8 4.0 5.9 4.6 3.9 1.5 48.9 5.9
50 ʙ 99 ਓ 36.7 3.5 5.5 5.0 3.7 1.9 51.9 5.0
100 ʙ 199ਓ 36.2 7.0 5.8 6.2 6.6 1.6 48.1 4.9
200 ʙ 300ਓ 37.4 4.0 6.1 3.0 6.1 3.0 45.5 5.1

業
　
種
　
別

੡ ଄ ۀ 33.1 3.3 6.6 3.8 4.1 0.8 55.3 4.0
Է ച ۀ 34.2 3.3 6.0 4.6 3.8 1.7 54.1 4.5
খ ച ۀ 32.4 2.3 7.4 3.2 3.8 1.3 56.7 3.8
サ ーϏスۀ 34.6 3.2 7.0 3.3 5.2 1.1 54.3 3.5
ݐ ઃ ۀ 32.3 2.7 6.0 3.8 5.1 1.5 56.4 4.9
ෆ 動 産 ۀ 40.8 4.2 8.3 4.5 6.8 2.2 47.6 4.6

（備考）࠷大3つまでෳ਺回౴
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では、খن໛ۀاでは信用金ݿが多く、ن໛

が大きくなるにつれて、஍ۜ・第二஍ۜ、ϝΨ

バンクが増える傾向がみられた。

　金融機関から提ҊされたサーϏスについては、

ʮスマϗ決済・ૹ金ʯが9.6%と࠷も高く、以下

ʮクラ΢ドフΝンσΟング（2.8%）ʯ、ʮクラ΢ド会ܭ

サーϏス（2.7%）ʯがଓいた。クラ΢ドフΝンσΟ

ング΍クラ΢ド会ܭサーϏスについては、ن໛

が大きい΄ど提Ҋされる傾向がみられた。

図表16　ITを活用した金融サービスの利用勧奨の有無とそのサービス （୯Ґɿ%）

提Ҋしてきた取引金融機関 提ҊされたサーϏス

ϝΨ
バンク

஍ۜ・
第二஍ۜ

信用金ݿ
信用૊߹
・̟ ̖౳

なし
スマϗ
決済・
ૹ金

クラ΢ド
フΝンσΟ
ング

クラ΢ド
会ܭ
サーϏス

その他 なし

શ　　　 ମ 4.5 6.5 11.0 0.5 77.5 9.6 2.8 2.7 3.5 81.3

地
　
域
　
別

๺ ւ ಓ 0.6 5.9 10.0 0.4 83.0 6.5 2.0 1.0 4.0 86.5
東 ๺ 2.0 11.2 9.2 0.5 77.2 9.4 1.9 3.0 5.6 80.1
関 東 2.6 10.6 6.4 0.3 80.0 8.2 1.4 2.4 3.8 84.3
ट ౎ ݍ 6.8 2.3 14.2 0.4 76.4 11.2 3.4 2.6 2.6 80.3
๺ ཮ 2.6 15.6 10.0 0.6 71.2 10.4 4.1 5.9 5.1 74.5
東 ւ 5.3 6.7 9.6 0.1 78.3 7.6 3.8 2.5 3.6 82.4
近 ـ 6.3 5.3 11.4 0.9 76.1 9.8 3.0 3.1 3.3 80.9
中 国 1.8 9.6 7.6 0.2 80.9 8.0 2.3 3.1 5.3 81.3
四 国 2.0 12.0 8.8 0.2 77.1 10.3 2.6 2.3 4.0 80.9
۝ भ ๺ 部 3.0 8.6 8.8 0.7 78.9 9.3 1.9 3.5 3.9 81.4
ೆ ۝ भ 1.2 10.0 10.0 1.5 77.3 10.2 2.0 2.3 3.1 82.3

規
　
模
　
別

1 ʙ 4 ਓ 2.3 3.8 12.2 0.6 81.0 8.7 1.4 1.4 3.1 85.4
5 ʙ 9 ਓ 3.5 5.4 13.7 0.6 76.8 11.0 1.9 2.5 4.1 80.5
10 ʙ 19 ਓ 4.8 7.6 11.2 0.5 75.9 9.7 3.3 2.7 4.0 80.3
20 ʙ 29 ਓ 5.1 9.8 9.1 0.3 75.6 10.0 3.9 3.1 3.5 79.5
30 ʙ 39 ਓ 8.0 8.7 9.2 0.7 73.5 10.2 5.5 3.2 4.0 77.0
40 ʙ 49 ਓ 8.3 11.1 6.9 0.4 73.3 8.6 5.2 5.9 3.8 76.5
50 ʙ 99 ਓ 8.6 10.6 5.6 0.3 74.9 10.2 5.2 5.7 3.1 75.8
100 ʙ 199ਓ 11.3 9.0 2.7 0.0 77.0 6.9 6.5 5.6 0.4 80.6
200 ʙ 300ਓ 11.1 5.6 6.5 0.0 76.9 6.5 5.4 8.6 2.2 77.4

業
　
種
　
別

੡ ଄ ۀ 5.0 6.7 11.6 0.6 76.1 10.2 3.3 3.2 3.3 80.0
Է ച ۀ 5.8 7.5 10.0 0.6 76.1 9.5 3.3 2.7 3.6 80.9
খ ച ۀ 3.2 4.2 10.9 0.3 81.4 8.2 1.5 2.0 3.1 85.2
サ ーϏスۀ 4.2 5.5 11.7 0.7 77.9 9.2 2.7 2.6 3.7 81.8
ݐ ઃ ۀ 3.7 7.6 10.2 0.6 77.9 8.9 3.1 2.7 3.9 81.4
ෆ 動 産 ۀ 5.0 9.0 10.5 0.3 75.1 11.8 2.7 2.9 4.4 78.2
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ʮௐࠪһͷίϝϯτʯ͔Β
　શ国中খۀا景ؾ動向ௐࠪදには、ʮௐࠪһのίϝントʯとしてࣗ༝ه入ཝをઃけている。ここで
は、本ௐࠪのௐࠪһであるશ国の信用金ݿӦۀళ৬һからدせられた੠の一部を঺հする。

（1）今後を見据えた対応
いわて国ମ（2016年10月）に向けて受஫が増加しているため、これを一過性にしないよう、ネッڷ๬ر・
トൢച౳を強化してリϐーλーを増΍したい。	 （ઝ໫੡଄　ؠखݝ）
・ਓखෆ଍に対する՝୊ղ決として৽نに機ցઃ備ಋ入をݕ౼しており、ものͮくりิॿ金の׆用を༧定
している。	 （金ଐ加޻　ฌݝݿ）
・東日本大਒ࡂによるച上減少から回෮できておらず、ࡏݱ、生産ίストの見直し΍ෆྑ品率のվળなど
に積ۃ的に取り૊んでいる。	 （ҹݝܗࢁ　ۀ࡮）
・2020年東ژオリンϐック・ύラリンϐックに向けた受஫増加をきっかけに、取引先との取引ਂߞに஫ྗ
して経Ӧج൫の֬อに౒めたい。	 （ݝۄ࡛　Էചࡐ߯）
	。の多֯化をਤりたいۀ争のܹ化のなか、今後、ネットൢചを行ったり事ڝ間の価格ऀۀਓফඅの௿໎΍同ݸ・
	 （්ਓ෰Էച　大ࡕ෎）
・઀٬マφー向上の一؀として、月に一度、外部ࢣߨによるマφーݚमを行っている。	 （和՛ൢࢠച　Ԭݝࢁ）
	。٬増加にともない、スマϗΞϓリによる഑ंシスςϜをP3しているޫ؍・ （ཱྀ٬ӡૹ　๺ւಓ）
・代ද取క໾のަ代により৽しい管理ମ制が構ஙされ、受஫がݎௐに推移している。	 （ݝ੩Ԭ　ۀઃݐ）
・フΣイスϒック౳にࠂ޿をࡌܝしたことから໰߹せ݅਺が増加している。	 （ෆ動産ചങ　Ԭݝࢁ）

（2）直面する困難、試練
・経Ӧ૚が高ྸ化しているなか、後ܧとなるਓࡐがҭ੒できていない。	 （ણҡ੡品੡଄　Ԭݝࢁ）
・出Ք͗中国ਓがഇغ෺産ۀに৽ࢀن入して事ۀ拡大したことで、同ऀۀ間のڝ争がܹ化し、原ࡐྉの価
格が上がっている。	 （スクラッϓ　Ԭݝࢁ）
・ࣾһの高ྸ化が進むなか、एखࣾһの࠾用΍ٕज़ঝܧに՝୊を๊えている。	 （産ۀ用機ց　੩Ԭݝ）
・एखࣾһを࠾用したものの、࢓事内༰΍଴۰にෆຬがあるようで定ணしない。	 （金ଐ加޻　ઍ༿ݝ）
・代ද取క໾のࢮ๢により、高ྸの࠺が後ऀܧとなったが、後ऀܧがいないことからഇۀ༧定である。
	 （ݝݿฌ　޻加ࢴ）
・代දऀ・ैۀһの高ྸ化にともない、ύιίンでのۀ務がෆಘҙであることに危機ײを֮えているものの、
その対ॲにྀۤしている。	 （ञྨԷച　Ѫඤݝ）
・ఱީෆॱにより੨果の値ஈが高騰し、࢓入れがࠔ೉となっている。	 （੨果Էച　Ѫඤݝ）
・トλンを࢖用するݐ෺がܹ減するなどトλンधཁが落ちࠐみ、ച上・収ӹとも௿໎している。
	 （トλンԷച　੩Ԭݝ）
・৽ंのൢച台਺が৳び೰み、ൢചंछも大ंܕから中・খंܕにシフトするなか、ച上が௿໎している。
	 （ࣗ動ंൢച　ࡾॏݝ）
・商ݍのॖখ΍大ܕళとのڝ߹により収ӹが減少傾向となっている。	 （スポーπ用品ൢച　ࡾॏݝ）
・市内近߫に大ܕスーύーが増えており、٬ސの流出ݒ೦がある。	 （৯品ൢച　੩Ԭݝ）
・大ܕళの出ళにともないӺ前商ళ֗のू٬ྗが減少している。	 （ϝΨネൢച　ݝܗࢁ）
・大खドラッグストΞの進出΍δΣネリック商品の取ѻい増加によりച上が௿໎している。	 （ༀہ　ઍ༿ݝ）
・取引先の高ྸ化が進んでおり、৽نのए年૚٬ސの֫ಘが急務である。	 （クリーχング　大ࡕ෎）
・おຍٳみにॏなるʮࢁの日ʯ制定などでؼ省٬に加えて行ָ٬の増加を期଴したものの、同ऀۀとの価
格ڝ争のܹ化でച上増加とはならなかった。	 （和՛ൢࢠച　Ԭݝࢁ）
	。のҭ੒に՝୊を๊えているࡐ代දऀは*5化に関৺あるものの、ࣾ内の*5ਓݱ・ （産ۀഇغ෺ॲ理　Ѫ஌ݝ）
・஍ݩのਓޱ減少など先行きෆ安から常に経Ӧに対する危機ײを࣋っており、ݿࡏ෺݅をૣ期ച٫するな
ど୹期आ入金のѹॖに౒めている。	 （ෆ動産஥հ　৽ׁݝ）
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˞	本ߘの஍Ҭ۠෼のうち、関東はҵ৓、ಢ໦、܈അ、৽ׁ、ࢁས、長໺の6ݝ。ट౎ݍは࡛ۄ、ઍ༿、
東ژ、ਆಸ઒の1౎3ݝ。東ւはذෞ、੩Ԭ、Ѫ஌、ࡾॏの4۝。ݝभ๺部は෱Ԭ、ࠤլ、長࡚の3ݝ。
ೆ۝भは۽本、大෼、ࣇࣛ、࡚ٶౡ、ԭೄの5ݝ。

（3）特別調査のテーマ（金融サービスにおけるIT利活用と中小企業）
・信用金ݿ৬һによる定期的な๚໰を受けているため、金融サーϏスの*5化のඞཁ性をײじていない。
　	 （ࣗ動ं用ࠪݕ機ث੡଄　੩Ԭݝ、৯品加޻　和Վݝࢁ）
・経Ӧऀが高ྸで、金融サーϏスが*5化されるとࠔる。	 （Ψラス੡଄　ؠखݝ）
・インλーネットバンΩングすら利用したことはなく、今までどおりの金融サーϏスのܧଓをر๬している。
	 （໦ࡐ・໦੡品੡଄　๺ւಓ）
の代からはʮフΟンςックʯࢠであるଉऀܧ代දऀはʮフΟンςックʯを利用するつもりはないが、後ݱ・
に対するχーζは高まるのではないか。	 （化ֶංྉ　Ԭݝࢁ）
・ૹ金・決済などの取引でʮフΟンςックʯを大いにܴ׻している。	 （金۩੡଄　ฌݝݿ）
・ʮフΟンςックʯへの対Ԡについて、取引金融機関から説明が΄しい。	 （ࣗ動ं部品੡଄　長໺ݝ）
・同ऀۀをؚめてʮフΟンςックʯに関৺のある事ऀۀは少ないҹ৅である。	 （੨果Էച　ؠखݝ）
・ϝΨバンクなどではʮフΟンςックʯを利用できるڥ؀であるため、信用金ݿでもʮフΟンςックʯを
利用できないとෆศである。	 （Ոఉ用金෺Էച　Ѫඤݝ）
・金融機関ళฮが近ྡにあるため、金融サーϏスの*5化には関৺がない。	 （ݝۄ࡛　Էചࡐங資ݐ）
・ళฮのフランνϟイζ化を進めるなかでʮフΟンςックʯには関৺を࣋っている。	（ઝ໫ൢച　ฌݝݿ）
・スマϗで金融サーϏスを受けられるようになればศ利である。	 　（二ྠंൢച　ઍ༿ݝ）
・取引金融機関のインλーネットバンΩングを利用しているが、利ศ性をײじていない。	（Ոిൢച　Ԭݝࢁ）
・ʮフΟンςックʯに関৺はあるものの、様ࢠ見である。	 （෱ࢱサーϏス　ࡾॏݝ）
・サイバーςロ౳をݒ೦し、ʮフΟンςックʯをফۃ的にଊえている。	 （ృ૷޻事　๺ւಓ）
・ʮフΟンςックʯに関৺はないが、取引金融機関側がʮフΟンςックʯを進めていくのであれば৘報提供
をして΄しい。	 （ݝࢁ事　和Վ޻ڞެ）
・Ո௞のू金などでスマϗ決済౳が利用できれば利ศ性が向上する。	 （ෆ動産௞ି　Ѫ஌ݝ）
・スマϗ決済にはηΩϡリςΟ面でのෆ安をײじている。	 （ෆ動産௞ି・஥հ　܈അݝ）

（4）その他

・Ո଒経Ӧであり、代දऀの高ྸ化かつ後ऀܧもいないため、*5利׆用は考えていない。	（੡໙ۀ　和Վݝࢁ）
・2020年の東ژオリンϐック・ύラリンϐックに向けて、インフラ関係のઃ備धཁは増加すると見ࠐんで	
		いる。また今後、リフォーϜधཁも大෯に増加すると見ࠐんでいる。	 　（ॅ୐資܈　ࡐഅݝ）
・2020年の東ژオリンϐック・ύラリンϐックに向けたݐઃधཁの拡大にともない、ॏ機部品の受஫がݎ	
		ௐに推移している。	 （機ց部品੡଄　࡛ݝۄ）
（ݝࢁԬ　ۀ࡮ҹ）	。化によりϖーύーレスが進んでおり、昨年度に比΂て受஫、ച上ともに減少しているࢠి・
・๺ւಓ৽װઢの։通にともなう٬ޫ؍の増加で、ച上が増加している。	 （౔産品Էച　๺ւಓ）
・ϗーϜϖーδを։ઃしていない౳ࣾ内の*5化は進んでいない。ݿࡏ管理もΞφログであるが、ݱ時点で
は支োはなく、今後も*5化はඞཁないと考えている。	 （日用品ࡶ՟Էച　Ԭݝࢁ）

・ࣾ内の*5化については、৘報࿙えい౳のリスクをݒ೦して߇えている。	 （૴ّؠ　ۀखݝ）
（ݝݿϗςルཱྀؗ　ฌ）	。近、大खϗςルνΣーンのインバ΢ンドޮ果によるՔಇ率は௿下傾向となっている࠷・
・ʮ۝भ;っこう割クーポンʯ౳のޮ果でインバ΢ンドの٬ޫ؍が回෮傾向である。	 （ཱྀؗ　大෼ݝ）
・昨年度は世界Ҩ産ೝ定౳により٬ޫ؍が一時的に増加したが、本年度はྫ年ฒみに໭った。
	 （ݝޱࢁ　ཱྀؗ）
・リオྠޒからΰルフがٕڝ入りするなどۀ界શମの先行きは明るい。	 　（ΰルフ場ӡӦ　Ԭݝࢁ）
・དྷ年以߱、׆用の期଴が高まるドローンの利用をݕ౼したい。	 （౔໦޻事　Ԭݝࢁ）
・東日本大਒ࡂ後の୐஍੔備が進み、৽ஙΞύート౳の取ѻいが増加している。
	 （ෆ動産ചങ・஥հ・௞ି　ٶ৓ݝ）
・ॅ୐ローン利率の௿下にともない、ෆ動産取引が׆発になっている。	 （ෆ動産ചങ　Ѫ஌ݝ）




